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新年度を迎えて 
  

４月に入り、ここ数日、肌寒い日が続いたこともあり、今年は、満開の桜の中で、入学

式・始業式が行われました。また、５月からの新元号も「令和」と決まり、新しい１年の

幕開けが、とても新鮮に感じられます。学校では、子どもたちも先生方も、新たな決意を

もって、新しい仲間との生活をスタートさせたことと思います。 

さて、学びの森も設立から５年目を迎えました。設立以来、中心となって活動していた

小澤明弘指導員が退任し、新しく松山充彦指導員が着任しました。メンバーは代わりまし

たが、昨年度同様、指導員３名、事務員１名の４名でスタートをします。昨年度は、学校

ごとに、主として訪問する指導員が決まっていましたが、今年度は、全指導員が、できる

だけ多くの学校に訪問するように計画を立てています。先生方の研修や授業づくりに、少

しでも力になれるよう、精一杯がんばりたいと思います。学校にも伺いますが、学びの森

にも、気軽にお立ち寄りください。場所は、生涯学習センターの２階です。お待ちしてい

ます。                           （文責：冨田指導員） 

 

平成 31 年度「森の道標」の研修対象者について 
  

＊ゴシック文字は今年度の変更点です。 

(ア) 教職経験 ２年目の教諭（養護教諭は除く）年間３回、２･３回目は事前検討を実施 

（内、小は「国語」を含む３教科以上を選択する。中は「道徳」を１回入れる。） 

(イ) 教職経験 ３年目の教諭（養護教諭は除く）年間２回、１回目は事前検討を実施 

(ウ)  〃   ４年目の教諭（   〃   ）年間２回（１回は「道徳」） 

(エ)  〃   ５年目の教諭（   〃   ）年間１回 

(オ) 市講師（昨年度受講者は年２回でもよい） 年間３回 

(カ) 市支援員 希望する方（年間２回以内） 

(キ) 校長が希望される教諭・県講師（希望回数） 

(ク) 研修希望者（希望回数） 

＊（イ）～（エ）については、静東教育事務所指導主事や県総合教育センターの訪問指導

を受ける場合、校内研修での中心授業者、研修主任等に該当する場合は、校長先生の判断

で、対象から除外あるいは回数を減じてもよい。 

 



学びの森の職員を紹介します。 

左から、照井久美子指導員、冨田 

穣二指導員、大西教江事務員、（セン   

ター長）松山充彦指導員です。 

よろしくお願いします。 

 

 

松山充彦
みちひこ

指導員（センター長） 
元号が「令和」に変わり、新しい時代になるときに、人生をリセットし、学びの森に赴

任させていただきました。思い起こせば、裾野市教育委員会に勤務していた 5 年前に、「学

びの森」立ち上げに関わらせていただきました。これもありがたい不思議な御縁と感じて

います。子どもたちと先生方のすてきなところをお伝えできるようにがんばってまいりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

平成 31 年度 第１回初任者研修会 

 ４月１日（月）、裾野市役所を会場に「第１回初任者研修会」が開催されました。 
今年度の裾野市内の新規採用教職員は、小学校教諭６名、中学校教諭１名、養護教諭１名、
事務主事１名の合計９名です。 
 研修会では、最初に教育長講話、新規採用者全員で声を合わせ服務の宣誓をした後に、
学校教育課長の話を伺いました。続いて、川波指導主事から初任者研修会の目的と研修計
画について説明がありました。 
（初任者の先生の感想を一部紹介します。） 
＊裾野市で「いい先生」になって下さい。という話がはじめにありました。広い視野を持
つことや子供から離れない、など「いい先生」になるための条件を教えていただきました。
自分の中でも、「いい先生」とはどんな先生か、考え、それに近づくために行動をしていき
たいです。今日から「先生」になるということで、初心を忘れないというお話もありまし
たが、今の思いを、そして子供たちと出会った時の思いを忘れずにいたいです。 
＊風間教育長のお話は、良いまち（裾野市）を作るには、よい子を育てる事がベースにな
るという内容であった。地元に戻ってきた自分は、その言葉を重く受け取った。自分を育
ててもらった街に対する恩返しの気持ちで、教育長の話を常に心に持ち続けていきたいを
思う。荒井課長からは、出会いを大切にして、be、do、have の法則を大切にというお話
があった。基礎となる be、を最初の出会いから最後まで持ち続けられるようにきちんと子
供たちと向き合って生活していきたい。 
＊「be→do→have」の話は、どうしても結果に目がいきがちだがその前には課程があり、
さらに大事なことは生徒の存在を認めるということを再認識できた。そのように意識を持
つことは大切だと思うが、態度に表さないといけない。私は生徒にしっかり伝わるような
態度で接していきたいと考えた。まだまだわからないことが多いが、これからの研修を通
して、一人前の教師になれるように勉強していきたいと思う。 
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